
サンマ棒受網漁∵獲性能

高橋　惇・鬼沢　祓

ま　え　が　き

日本近海におけるサンマ漁場は，太平洋岸の北海道東海域からはじまり三陸沖・金華山押・常磐沖へと

句を追って漁場が形成されるので，漁船群は南下しながら各海域で集中的を操業を行をっている。一夜の

操業は多い時には20回以上におよび，漁獲量は40トン」炎上に遵することがある。

こゝではサンマ棒受網漁船の漁獲性能が船の屯数，速力および漁具の大きさ・集魚灯の灯質などによっ

てどのように相違するかを，那珂湊・波崎・平潟港充どを根拠とする茨城県船と′」＼名浜・江名・四ツ倉を

エ　ビを根拠とする福島県船について調べた。

J

資　　　料

茨城県船については，昭和40年度に出漁した那珂湊港所属のサンマ漁船42集（90－180トン）

のうち22隻を標本船として，9月5日～11月8日までの日々の漁掩貴を那珂湊無綴局の漁況連絡資料

から求め，また，波崎港所属船については25隻（S D～100トン）のうち8隻を標本船として，日々

の漁獲量は銚子無線局の漁況連絡資料から求めた。なお　漁船装備・漁法をどについては両者共，標本船

の漁拷長から問取った。

福島県船については，福島水試が標本船12隻をえらぴ，その漁況報告書から日々の漁曙貫を求め，不

足分は小名浜・江名無線局の漁況連絡資料で補った。

漁　獲　性　能　の　計　算

サンマ棒倭卵・の操業は，漁場の移動に従って一つの漁場で集中的に行をわれるので，こゝでは同じ碑師

に，同じ漁場で操業した各般の5脂の平均漁紺を求めて田内森三郎氏の方式1）によって劫別に各船

の漁獲性能指数奇計質した。（第1表）

1）単位漁獲量に最小自乗法を準閂して性能の比率を求める方法

A＝　聖吏」＿を以ってj漁業単位の性能を代表させた。
ズ　ー　Z
i Xl

但し，A：漁獲性能指数

Ⅹj：i日操業の1集当り漁獲景
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J　：標本船

Ⅹ：i日操業の1隻当り平均漁獲量

結　果　及　び　考　察

Ⅰ漁獲性能とそれに関連する要素との関係

1那珂湊港に所属する標本船（第2表・第1図）

得られた各船の性能指数1・29～0・89のうち上位および下位から占隻づつえらび出し聞取力調査

から得られた各事項について対比すると，船の屯数・主機関の大きさ・船賃・速力・灯質・1日1D

トン以上及び2トン未満の漁獲があった回数充どが指数の開らさに関係しているが，サーチライトの

キロ数・乗組人数・網の大きさ・漁獲日数・魚探使用の有無などには関係がみとめられなかった。

2　波崎港に所属する標本船（第5表・第2囲）

性能指数1－49～0■dlのうち上位・下位から5隻づつえらび出し関連事項について対比すると那

珂湊船と同様の傾向がみられた。

上述の結果で見られるように那珂湊船・波崎船で共通する項目は船の速力と漁獲回数および集魚灯

の灯贋の問題である。

船の速力は魚群発見法や操業方法に非常に関連がある。すなわち，漁撹長が群を発見するために「

各船の線まわり」をとくに注意して，自由に思いきった移動をしながら小群より大群の発見につとめ，

つねに群の先へ先へと自船をもってゆくことである。したがって速力の充い老朽船や経験の浅い漁拶

長では自給の能力を発揮できなし1まゝ終ってしまう。このように船の速力は漁獲方法と密接な関係が

あわ，ひいては指数の開らきに関連がある。

集魚灯として寮光灯が用いられるように在ったのは59年秋からで，はじめ福島県船が使用した結

果好成績であったゝめ・翌40年から茨城県船でも用いられるように浸った。那珂湊船における璧光　　甥

灯の効果は，使用船の多くは性能指数の上位を占めたが，しかし，これらの船は例年漁獲量が上位に

あることから，一概に螢光灯の効果は即断できない。鈴木2）はサンマ漁場で螢光灯の集魚効果につ

いて実験した緯巣では，魚探反応に出た魚群を，従来の白熱灯より長時間螢光灯下に滞溜せしめたと

報告している。このように慮光灯の効果は従来の白熱灯にくらべて効率・透過率ともにすぐれ，その

繹済効果を考えると漁獲性能を高める上に役立つものと考えられる。

5　茨城県船と福島県船の漁獲性能の比較（第4表）

漁獲性能の比較には，茨城県船のうち郡珂湊所属船は指数が1．口十から上位へ占隻，波崎所属船は

上位から5隻をえらひ，福島県船では」二位から4隻をえらんで上場さした。その結果は上位に福島県船

2隻と那珂湊所属船4隼が占め，下位は波崎所属船であった。

漁場別に各県船の性能指数をくらべると道東沖合漁場（9月）では那珂湊所属の大型船が圧倒的に
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まきカ，金華山沿岸漁場（10月）では福島県船が非常によい成績をあげているnしかし，河崎所

属船はいずれの漁場でも下飽てあった。

那珂湊所属船の場合，自給グル1プを「イルカ船隊」とよんでいる。これは集団操業形式で，他

県船団でも同様な操業形式をとっている。したがって自船グループの大半が操業を終れば，他の操

業中の船は漁狂量が見込量以下でも，他船の行動に合わせをいと集団操業形式をくずしメクラ操業

をよぎなくされる場合がある。このように集団操業形式走ので，他クル1プからの暗号による漁況

情報の入手が困難なため，一旦漁場選定を誤るとグループ全体が悪い結果におちいってしまう。

上記のように，漁場によって（あるいは月によって）各県船の性能指数に違いがあるのは，集団

操業によるグループ船の漁場選定に優劣があったためでは浸かろうかと考えられる。

Ⅱ　漁携長からの聴き取り調査結果（第5表）

漁摺長の経験にもとづく操業方法，その巧拙は漁獲性能に大きく関係するから茨城・福島両県漁船の

漁轢長がどのように漁場を選定し，いかにして魚群をさがL操業しているか，以下はそれら開きとり結

果をまとめたものである。

1漁場決定法

解禁当初の船の方位は剰ヒ水研・北海道水試で諌郁する調香船の結果を参考にしてきめる。この速

報は漁横長の知諸の再確認的な意味で大事なのである。つまり，サンマ漁期以外の漁業としてカツオ・

マグロ竿釣（那珂湊所属船），サケ・マス流辟（波崎所唇姫・福島県船），およびサノく旋網（波崎所

属船）等があり，それらに従事していて請来・道南海域の水照やサンマの分布を或奄度知っているか

らである。また，上述の他に過去1口年程度の漁場形成位置や海況の資料を各人持参し参考にしてい

る。

漁期中に既存漁場へ向う時は絶えず各船の渾況連絡を傍受して次のような方法で粉を進める。

（1）単に漁場までの最短距離を進む。

（2）漁場付近の風や潮流を計算にいれて群の移動を予測し，漁場から技ずれたところへ解を准める。

（3）漁場へつくまでにジグザグに海洋調香をし，且つ，ライト・魚探等を併印して魚群をさがしなが

ら船を進める。

2　魚群発見法

（11集団で魚群をさがす場合

魚群発見は他船の状況を上手に利梶する。操業は普通潮境を中心に行ない牌入れに際L赤灯を付

けるので，その付き具合で群の移動方向をはやく予測する。（サ／マは潮蹄に新く，風に幹hこと

を経験的に知っており，潮下・風上を特に注意する。）

それぞれの方法は

（i）赤灯の船の近くへ寄る

（ii）赤灯の周囲を入念にさがす。
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Oii）赤灯を中心に風上か潮下をさがす

等がある。この方法をとる場合，集団の中の船の位置が特こ大事で，その時の状況にもよるが「各

船の緑まわり」をしていなければ多量の漁獲を期待できないとしている。つまり，1隻で群を独占

した方が好漁の可能性が高いわけで，あくまで大群の発見を期待する船は中程度の魚群を見送り，

先へ進む。

（2）単船で魚群をさがす場合

水温・水色・潮巨・鳥・イルカ・及び魚探反応等を参考にするが，偶然航海中に魚群に遭遇した

船以外は単船で群をさがすものは殆んどなレ。

（3）魚探の使用状況

漁場や往復の航海で群をさがナために魚探を使用する船はきわめて少い。それでも，魚期中に1

～2回潜没群に対して用いることもあるが，それより揚網後に船下の魚群豊を見積るのに使い，横

・極的な魚群発見はサーチライトに上る見張り調査の方活をとっている。

5　操船方法

魚群の沸泳の状酢よけガシ詳細・シラミ群（4）があれ船を群に付ける場合次のようにする0

（l）ナガシ常に対する場合

群の中心か先端へ船を付ける。普通，小・中群の時は群の中心へ，大群の時は端で集魚する。（

各人の得手，不得手で群の中心や，その先端ばかりで集魚するものもいる。）

（2）シラミ群に対する場合

魚の向きをみてゆっくり魚の進む先へ旋回しながら船を進せせ，風上の魚のかたまっているとこ

ろで漂白＿して集魚する。

（3）資光灯

集魚に際し螢光灯を使用した船はその結果を

（i）明るさ，集魚の状況及び電力の削減等効果的である。　　　　　　　　　　　　　　　　　－き

（ii）従来の白熱灯とくらべて，照明や集魚の状況舶即かわらかハが，シラミ群を操業する場合　亨

は白熱灯より悪いようである。

（細　管の接触部が腐蝕し，漁期中に白熱灯と交換した。

等と述べている。それで∴（ij）鮒の理由で漁期途中で白熱灯にかえた船は，那珂湊所属船では・7隻

のうち2集ある。

・ナガシ群（3）：群をたして各個体毎の輪郭が明瞭に識別され昼間でも浄泳方向は波の移動によっ

て判り易く，発見しやすい。

シラミ群（4）：浅い層にある群で海面は白みがかって変色しておれ各個体毎の輪郭は識別し難

く昼間の発見は難かしい。（85′相沢）
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要　　　　約

茨城・揺島両県漁船の漁獲性能を判定した結果　次の通りであるn

l　漁船の速力は漁法と密接な関係があり，サンマ軌鴇の線路性トを左ホする大き寵妾皆である〔

2　慮光灯の灯質と漁獲性能との関係は即断できない水本灯の信科料‾腰灘亜韻がよかった。

5　茨城・福島両県の漁獲性能を比較した結果，鮭団操業形式の漁場ポ守宮■掛澗号ブル‾1プ厨に訃かれ

ているため，漁具装備・漁法等に関係貴く船団毎の漁札性隼を左右している。

本論文をまとめるに当り，御教示戴いた東京水産大学漁百三学研究室の井上第・小倉通貨面底に対しまた，

絶大な御協力をいたゞいた標本胆の漁据長夜らぴに福島県水蕗試験場の号利草持・神崎克己の両氏に対し

衷心より感謝いたします。

協力者（順不同）

茨城県郵珂湊市漁業海岸局

千葉県銚子市

福島県磐城市′」、名浜　′

・′　　江：名

第2金栄丸　　大内一郎

第2磯徳丸　　種村一郎　大内昇平

飛竜丸　　根本久光　軍司福松

第1大書丸　　黒沢時四郎

第5鶴喜丸　磯崎庄八

第2共栗丸　　根本政男

第8胎重丸　　根本権重　大内　港

第1海事丸　大内政市郎　寺本俊一

第5清童丸　　平山朝吉　白土　突

第5新屋丸　　磯崎吉雄

第1大勝丸　　清水康佑

第5新屋丸　　大内政舌　大内卸菩郎

第5大勝丸　　磯前章一

第18大洋丸　大和田弘

第1大浅丸　磯崎孝介　馬場升久雄

約2大浅丸　磯崎初太郎

宮庄丸　　平戸三郎　根本栄一一

第8宮庄丸　　川崎　猛
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第2笹の丸　磯前哲男　磯前　弘

第8笹の丸　　根本喜代司

書清丸　　根本伊勢書

第18善清丸　根本健次　根本信也

第18福荷丸　鴨川庸一

第55不動丸　網代庄司

第25不動丸　網代庄司郎

第11大清丸　山口安彦

第11起屋丸　保立　稔

第25起屋丸　磯野仁蔵

第21竹盛丸　軒橋井蔵

第18成田不動丸　三好健司

第11高田丸　鴨川武男

第11恵比須九　泉　進

第51大定九

第18大境丸

第28金栄丸

第25開運丸

第28開洋九

第2滴・栄丸

第21栄福九

第d8興津丸

第17文殊九

第5大手丸

第8韻音丸

第5康盛丸

波崎漁業協同組合　　　山口　　照
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第1斉。1内環三倶博士の方式による漁獲性指数の計算例（波崎所属船）
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？FL′一一5 ∩ 〔－∴5 5 チ1′ ．与，5 6 4 1．8 5 5．7 6 5 7二7 2 9 8 5 い 4・5 8

1 j「ノローー1 1 F1

．つ 1～ノ

皇ノー1 4 4．1 円 8，9 0 5 2．4 5 2．7 占 1 2．9 7

7 8 0

5．5 5 2 5．0 5

「　 ぅ～5 7．5 「■ 4．1 0 2．2 0 5．d n 4．7 8 1．2 8 i 2・0°

ト 8 1 1．2 A 1 7．2 両　 8．2 ．弓　】 5 5，4 1 7 7 0 5 1．2 8 4．8 0 1 8．占7

11
l 1 5 巨7 5 9 2 9 5．［0 2 7 1．°8

† 一三㌧Ⅹ i lど 2 7 5．～5 ‡ 2 占2・5 8 2 7 5．0 0

猟 拗封や ■ヒ款「 1．4 1 1．1 2 0．9 8

註　1）ai，bi，ei＝ざ／イn＋トン∵・5日奄抒）1日平均漁辱厨）

2）Ⅹi＝ヱⅩ／／ふ．。トン（SE毎の1日・1隻Y・均削婆巌）



高橋惇・鬼沢禎：サンマ棒受網漁獲性能

E F G H

e i e i x j f i f i x i g i g j x i h j h i x i
l　 Ⅹ

X j　 － Ⅹ j 2

4 ，2 8 7　 7 9 8 0 ．4 0 0 ．7 8 0 ，2 8 0 ．4 9 0 0 1 5 ．2 1 1 ，9 D 5 ．占 1

0 ．8 0 1．6 4 0 ．8 0 1．占 4 2 ．1 8 4 ．4 4 0 ．占 8 1．4 〔】 1 占．5 2 2 ．0 8 4 ．2 4

2 ．8 0 R d 8 9 0 5 5 1 ．2 4 1．4 0 4 ．8 4 5 ．0 0 1 7 5 0 2 7 7 5 5 ．4 8 1 1．9 7

5 ．2 5 占．5 2 0 0 1．0 5 2 ．8 8 0 8 1 8 ．1 9 2 ．0 2 l 4 ・0 8

－ － － ー
0 ，7 5 0 ．5 9

－ －
占．5 9 0 ，8 2 ロ．8 7

0 ，4 0 0 ．4 d 2 ．1 5 2 ．4 7 0 ．2 d 0．5 0 1．4 8 1．占 9 鼠 5 4 1．1 占 1．5 4

8 ，2 占 2 8 ．2 5 ま 1 占 1 4 ．2 5 5 ．9 0 2 8 ．占 0 0 ．4 2 1．8 9 5 8．1 5 4 ．5 1 2 0 ．5 4

1．4 8 5 ．‘□ 8 0 0．9 0 2 ．2 2 ま 1 5 7 7 5 1 9 8 5 2 ．4 7 8 ．1 0

1．7 5 2 ．5 8 1．2 8 1 ．8 8 1 ．5 5 2 ．2 8 0 ．8 0 0 ，8 8 1 1．8 5 1．4 8 2 ，1 9

2 ．5 8 4 ．5 0 1．7 占 五 5 占 2 ．4 r】 4 ．5 8 1．7 5 5 ．5 0 1 5 ．2 8 1．9 1 5 ．占 4

1．9 0 1．7 1 D．2 D 0 ．1 8 1．5 0 1．1 7 1．9 0 1．7 1 7 5 口 0．9 口 0．8 1

1．2 8 2 ．5 9 2 ．8 8 5 ．D 5 1 ，占 0 5 ．0 4 2 ．2 占 4 ．2 9 ； 1 5 ．2 1 1．9 8 5 ．8 1

0 0
－ ¶ ー ー

口 ロ 0 ．8 占 0．1 〔l 0．0 1

1．2 占 1．8 8 0 ロ n ∩ 0 ．4 口 0 ．5 9
： 1 1．8 9

1．4 8 2 ．1 9

2 ．5 n 1 8 ．8 2 7 8 n 5 8 ．7 5 4 ．1 5 5 1．0 9 5 ．2 8 5 R d n ‘ 0 ．2 9 7 5 5 5 占．7 ∩

0 0 口．8 0 0 ．4 9 0 ．1 5 0 ．0 8 1．9 0 1．1 7 4 ．9 8 0 ．6 2 0 ．5 8

5 ．8 8 4 0 ．5 5 7 7 t】 5 4 ．9 〔】 0 ，4 8 5 ．2 7 5 ．8 8 2 7 5 2 5 7 0 4 7 1 5 1 8 ．1 4

4 ，1 5 1 7 5 9
－ －

鼠 6 5 4 1．〔 2 5 ．5 r） 2 5 ．4 5 5 4 ．1 2 4 ．2 占 4 2 ．9 ∩

9 8 ° d 5．2 7 8 ．d d 4 5 ．占 2 5 ．7 占 2 4 ．占 2 1．4 0 9．1 7 5 2 ．4 8 8 ．5 5 2 2 ．∩ 9

5 ．1 d 1 4 ．8 5 1．4 〔） 8 ．5 8 4 ．5 8 2 0 ．4 9 4 ．5 5 2 0 ．5 5 5 7 4 4 4 ．7 ∩ 2 ，8 8

D 口
－ ー － ー

2 ．4 5 5 ．9 8 1 5 ．1 5 1．4 4 1 8 ．4 8

5 ．7 0 1 5 ，0 2 5 ．0 5 1 2 ．5 n 0 ．1 5 0 ．5 2 0 ．9 0 5 ．占 5 5 2 ．5 5 4．n d 2 7 5 ．［∩

2 4 1．ロ 5 2 5 7 4 5 1 7 5 ．7 0 1 8 9 占 5

2 7 4 ．5 5 2 5 5 ．5 口 2 7 2 ．5 1 2 7 4 ．5 5

0．8 7 0．9 5 0．8 5 0 ．占 1

Ⅹ：漁船A，B，C……　の5日間の漁獲景

m：漁獲日数（5日）

n：漁船数

－55－



天水試・試験報告　　昭和59・40年度

第2表　漁獲性能指数と関係項目表（那珂湊所属船）

貞　 船　　 別
い ろ は に ほ と

ち い

ト　　　 ン　　　 数 1‘2 1 5 1 9 2ぷZ 1 5 R d9 1 7管7 1 1 6 4．7 0 1 78 1 4 ふ4 0
】 1 4 0 】

1 1 1．5 5

馬　　 力　　 数 占0 0 ‘5 0 5 5 0 7 0 0 d D O 8 2 8 d 2 0 占0 0 4 5 0

船　　　　　　 令 9 ヶ月 1年 1年 5ヶ月 0 5年 8 ケ月 7年 7年 2 年 1ケ月

船　　　　　　 賃 鍋 麟 鋼 鱒 木 鏑 木 木 櫛

ス ピ ー ド全 速 （普 通 ） k t 1 1（1 0〉 1ロ（鼠5） 1 0 （R S ） 1 2 5 （1 18 ） 1 0 5 （9 ） 1 05 （1 0） 1 D （9 ） 鼠8 （8 8 ） 1 0 く9 ）

浮　 子　 方 Ⅹ 2 2 2 2 2 2 5 2 tI 18．8 2 2 2 0 1 8 1 8

網 親 株　　 沈　 子　 方 2 4 2 2 8 2 刀〕 2 8 2 4．8 2 5 2 2 2 1 2 5

網　　　　 丈 2 0 2 2 1 8月 1 9 2 0．0 22 2 0 18 1 8 5

右　 赤　 灯 ケ

石　 臼　 灯 2 7 8 0 1 0 5 1 5 0 5 7 1 2 5 5 5

奨 角 灯　　　 右 螢　 光 灯 5 4 ‘0 9 0 7 2

▼

9 D

（個 数 ）　 左　 白　 灯 2 4 4 5 2 5 1 4 1 8 2 1

25 1 ≡‡ 二＿

8　 7左　 赤　 灯 7 1 5 1 2 8 ‘ 9 8

左　 螢　 光 灯
l

ラ　　 イ　　 ト　　　　　　　　 E W 5 5 5．5 5．5 い 2
5．5 5 2 5 5 55 5．5

乗　 節　 人　 数 45 4 5 4 5 －　 4 5 4 2

l

4 2 4 7 4 0 5 4

4 2

2 d R 4 ≡

．＿▼＿jl
8 4 ∃

上▼聖 空 ．＿攣 4 5 4 0 1

5 ㌧ 4 2
4 0 5 9 4 0 5 7

統　 漁　 粒　 隕 （ ト ン ） 5 占0．4 5 4 0．1 5 9鼠1
L 5 dま5 5 2 1・5 い 2 ” ．誌 ‾‾‾臣

2 8鼠5

】 1 日当 。魚 貸 量∵ トソ ） 8 4 8 5 9 4 ； 8 7　 L a D 8 4 85 7 8

l 姫　 常　 数

」

1 2 15 1 5
15　 1 1 2 【 1 4 l

1 1 1 12 ‡ 1 1

声 ㌫ 魚 特 長 王 4

2 漁 横 長 の 経 験 年 数 l

5．0．0 2 d 2
2 ‘・6 1 2 ヱ9 l 2 可 2 5 4 ； 5 D・1 1 2 4 1 ・

2 45

9 12 1 0　 i
　　　　 】
1 1 14　　　 1 0　　　　 1 4 1 ロ

．1日 2 トン新 の瀬野があっ氾司 教
l

12 1 0 5 1 1 】 15 1 0
1 1 7 1 2

】柑 1 0 トン以上の漁狩があった回 数
l

14 1 1 1 7 1 5 15 十 「 1 4 ［ 「ご＿ 7

i 魚 探 の 使 用　 状 況

－
蔓　 漁 獲 性 能 括 敬　　 【 十＋∴ ！

12 8 い 2 8
1．2 1

1・2 1 ！
1．1 9

1，1 8 ！ 1，8。　t　 l
1．8 5

一5　4－



1

を l は
l
L　 か

： ゎ 】
！　 ぬ ：　 る か よ し　 た 貞　 れ ■　　 そ つ

ト　 ね

1 毀 5 1 d O 1 湖 5 9 ＆7 5 1 5 5 8 4 14 鼠8 9 9 8 5 4 1 4 5▼5 8 8 4 9 ° 1 2 88 8 1 d 5 ．9 n 9 92 9 9 ～汐7

5 8 【） 4 5 0 5 4 ロ 4 5 0 8 0 0 5 2 0 4 2 0 d5 0 2 7 0 5 1 0 4 7 0 …　A 4 0 5 2 0

1 ケ月 1 1年 2 年 5 ケ月 2 年 1年 2 ケ月 年 1 秒 月 5 年 4 ケ 月 1 8 年 8 年 1ケ月 2 年 2 ケ月 4 年 1 ケ月

木 木 木 鋼 木 木 木 木 木 木 木 木 木

1 02 （♀5 ） 85 （7 ） 9 1 0 （9 5 ） 9 （8 8 ） 1 05 （9 5 ） 9 （8 ．5 ） 紆 （8 ） 9 （8 ） 8 ．5 （7 5 ）

1 8 2 1 2 1 1 8 2 4 2 8 2 4 1 8 2 0 1 8

2 2 2 4 2 ロ2 2 1 2 4 2 6 2 4 2 1 2 5 2 1

1 8 5 2 2 2 0 2 2 5 0

4 7 5 2 4 5 4 1 5 5 5 6 5 5 1 1 5 8 5 4 5 5 5 5

l

9 0 9 0
－

2 5

1 1 】

2 4 2 0 1 5 1 8 16 1 占 2 8 1 4 2 〔l 1 5

1 ロ
、
8 1 8 8 5 8 7 1 口 8 8 8 5

5 5 5 5 5 5 55 5 5 5 5 5 5 5 5 5 ．5 5 5 5 5

A l 4 2 4 7 5 1 4 2 4 2 2 7 4 2 5 0 5 5 4 2 5 2 5 ‡】

5 9 5 7 4 2 4 0 4 2 5 9 5 5 4 4 5 9 5 8 4 5 A d 4 5

2 7 2 7 2 9 占2 5 28 ．4 2 8 18 2 7 18 2 9 1．5 2 2 7 占 2 8 7 8 1 9 9 1 2 0 （】8 2 5 9 5 2 2 2 ．D 2 〔09

7 0 0 8．占 7 8 7 8 8 5 7 5 8 5 6 5 5．1 55 5 5 5 8 4 5

1 2 1 5 1 2 1 5 1 5 1 1 1 1 1 2 1 1 1 D 1 1 1 1 1 2

1 2 2 7
1 97 2 7 4 2 1ム 2 ロブ 2 ‘5 2 口．7 2 4 ．0 1 8 ．1 2 0 ．1 2 1月 2 0．2 1 4 7

1 5 古 象 音 素 2 d 1 5 ‘ 5 12 2

ク∩
7 1 1 1 1 1 0 15 15 7 12 1 8 1 7 14 18

j　 8 1 D 1 2 9 1 0 1 1 占 12　 1 占 7 5 9 ‘

】

－

l

ロ，占9
1．0 5

l
l

1月 2 1tIl 1．0 0 0．9 4
0 可

8 8 0 0．7 8 0 ．7 8　　 ロ．7 占 0．7 4 ロ．7 2

－5　5→



茨水試：試験報告　　昭和59‥10年度

第5表　漁獲性能指数と関係項目表（波崎所属船）

船　　　　　 別
A B C D E 丁 0 E

ト　　　 ン　　 数 9 8 8 1 8 4 5 8 9 汐 2 9占夕1 8 18 1 7 07 1 7 5上】 8 4 9 9

馬　　 力　　 数 4 5 0　■ 5 5 0 5 2 0 4 2 8 5 2 0 2 8 0 5 知 5 2 0

船　　　　　　 令 2年 1 0 、 1 1年 7 年 2 年 4 年 不 明 1 0 年 占年

船　　　　　　　 賃 鋼 未 木 鏑 木 木 木 木

ス ピ ー ド　 全 速 （普 通 ） Eニー （10 J〕） 9 0 （8 5 ） 9 0 （8 5 ） 1 2，0 （ま0 ） （8 7 ） 鼠5 （8 5） ♀D （8 ㊥ （ス 8 ）

浮　 子　 方 R 1 7 5 1乃 用 0 1 9 5 1占8 1 8 8

網　 親　 株　　　 沈　 子　 方 R 2 0月 2 5」〕 2 4上l 2 45 2 5月

網　　　　 丈 且 1鼠0 1 7 0 †叩 2 1．0 1鼠0

ラ　 イ　 ト　　　　　　　 E W 5 5 5 5 55 5．5 52 5 2 5 2

右　 白 灯 灯 ケ 4 2 4 5 5 0 5 5 盟 5 5 5 1 5 9

右　 赤　 灯

集　 魚　 灯　　　 右 費 光 灯 2 4

（ 個 数 ）　　 左　 自　 灯 18 2 5 2 1 1 5 15 17 2 占 2 0

左　 赤　 灯 1 0 2 0 2 8 9 1 1 7 7 1 0

左 受 光 灯

乗　 細　 人　 数 5 D 5 5 5 5 5 5 5 5 2 8 5 1 5 1

漁　 獲　 日　 数 5 9 5 5 5 ° 4 0 5 7 5 6 5 7 5 9

総　 漁　 朽　 量 （ ト ン ） 2 5 9 1 2 4 4 5 2 1盟 2 1鼠4 1柏 9 14△5 12 8 5 1 ‰

1 日当 り漁 砂 景 （ トソ ） ム占 7 0 d♪ 5．5 4．d 4．1 5 4 5 5

航　　 海　　 敬 1 0 1 1 1 4 1 1 1 1 8 1　 9 1 2

j l 航 海 当 。漁 群 畳 （ け ） 2 5 9 2 2 2 1 5 4 1 9 9 15・4 18，2　 二　 1 4 8 1 0 8

狗 拷 長 の 経 験 年 数 1 7 1 0
l

l
2 5

1日 2 トソ 未 満 の漁 勒 ：あった回数 7 7 1 D 1 8 1 5
1

1 5 1 2 D 2 1

1 日 ＝ 日 ソ以上の漁獲があ った回数 7 8 【　 占　 j　　 8 5 1 5

1

　 S
l

5
1

漁 朽 性 能 拒 数 l 14 9
14 1 1 1．1 2　　 m 9 8　　 0即 1

l　 m 9 5 DA 5
巨

l

ー
ー5　8－



茨水粍・畿鹸報告　　昭和59・40年度

第1表　漁獲性能指数と関係項目表（茨城・福島黒船）

嘉柵俸・泉沢＃：サンマ捧費網漁書性能

船　　　　　　 別
イ 巾 ホ へ ト チ リ

r　 y
】 カ

8 5

ワ

†　 ン　 歓 9 ム 7 5 9 ム9 －1 I J A 4 1】 1 4 4 ．7 0 1 7 8 9 ム 9 7 1 5 8 5 5 8 ま9 4 1 1 1 ，5 5 1 5 8 2 5 9 ム 5 1

1　 9 ム 1 8

9 ム 8 1
， 。 1

馬　 力　 数 5 7 0 4 2 0 8 2 0 6 0 0 ‘ 2 0 4 4 1】 5 4 0 4 0 8 4 5 0 5 8 0 4 4 ロ 4 4 1】 4 5 0 5 5 ∩

1 0 一一 1 1 年

さ2 8　 1

船　　　 会 1年 1 ケ 月 1 年 7 年 5 年 8 ケ 月 1 年 4 ケ 月 2 年 5 ケ 月 3 年 4 ケ 月 2 年 1 ケ 月 1 ケ 月 2 年 4 ケ 月 1 年 5 ケ 月 2 年 7 年

船　　　 賃 鋼 ■l 未 木 ■ ■ 木 ｛ 鋼 木

1 m 2 （ 鼠 5 ）

鋼 一l ■

（ 1 0，0 ）

l

l 木

ス ピ ー ド　 全 速 （普 通 ） K t 受 0 （ 1 8 ．4 ） 1 0 （ 9 ） T O ，5 て 9 ） 1 皿5 （1 0 ） 1 1．0 （ 1 2 ．7 ） 9 1 0 （9 ）
鼠0 （8 5 ）

木 l

M （8 5 ）
浮　 子　 方 K 2 2 2 0 1 8 8 2 2 2 2 ．2 5 2 1 1 8 1 8 1 7 5 1 乙 5　　　　　 1 9 0

網　 規　 模　　 沈　 子　 方 K 2 4 ・、ゼ 5 2 2 2 4 ．0 2 5 2 4 ．2 5 l　 2 8 2 2 5 2 2
† r　 2 0 ．0

2 5 ．0　　　　　　 2 4 ．0

網　　　 丈 K 2 2 へ．2 5 2 0 2 0 ．0 2 2 1 8 5 1 8 5
l

l

1 買 0 1 7 0 1 9 rI

右　 赤　 灯 ケ
1 5 F

1

右　 白　 灯 5 5 1 2 5 0 5 7 4 9 4 5 5 4 7
1

】 4 2 d S 5 0

集　 魚　 灯　　 右 璧 光 灯 7 2
9 0

l

l

（個 教 ）　　　 左　 目　 灯 2 4 1 8 2 1 占8 2 4 2 4 2 5 2 4

左　 赤　 灯 ‘ 8 占 9 8 7 1 n 1 8 2 5 2 1

2 ∩

左 重 光 f T
1 0 2 0

ラ　 イ　 ト　　　　　 K W 5．5 ま う 已 3 ま 2 5 ．5 ゝ さ 5 ．5 5 15 5 5 5 ．ち

素　 叔l 人　 数 5 0 4 7 4 2 4 2 5 0 、 5 1 4 7 5 4 4 1 う い 十 十 5 5

†★

漁　 獲　 日　 数 4 1 4 8 4 0 4 0 5 9 4 4 4 2 4 2 4 2 5 9 4 4 4 7 5 9 5 5

株　 漁　 獲　 景 （ ト ン ） 5 8 5 ．4 4 10 ．7 5 5 1．4 5 2 1．5 5 2 7 7 5 1 鼠 2 5 2 8 4 5 0 5 ．9 2 4 9 4 2 7 2 ．7 2 8 ム ‘ 7 9 4．1 2 5 又 1 7 4 4J 7 1 5 月

1 日 当 り 漁 獲 t （ ト ン ） 鼠4 8 5 8 5 8 0 8 4 エ 2 ス8 7 2 ム4 7 0 ム 5 ‘．2 よ る 1 D ‘．0

航　　 海　　 救 1 5 1 5 1 1 1 2 1 4 1 5 1 2 1 5 1 1 1 2 1 5 1 5 1 ∩ 1 1 1 4

1 椚 拇 当 少漁 獲 景 （ † ン ） 2 5 ．‘ 2 貫 5 S n l 2 ム8 2 五 一 2 1．2 2 エ 4 2 8 5 2 4．5 2 2 ．7 日 日 1 9 8 2 5 。 2 2 ＿2 1 5 4

十＋ 1

1 0

4

詭 糟 長 の 経 験 年 数 1 5 1 0 1 4 4　 1 古 参 1 0 1 5
1 7

1 日 2 レ 兼 薄紅 〉朔 勤 ち った 国 数 1 0 8 1 1 1 5 1 0 1 4　　 l
1 1 1 1 1 2 7 1 9 †5 7 7

1 8 Ⅷ ト：4 U の 酢 が あ ヮた 国 数

魚 株 の 使 用 状 況

1 4　 F 1 5 1 1

′二・・一

1 5

使 用 し な い

1 1 1 ■ 1 2 9 7 8 1 ロ 1 5 7 8

で 【蓼 討 ち l
漁 場 で 柵 ち 使 用 せ ず 漁 場 で か け

っ ぱ な し

魚 群 を 追 跡 す

る と 毒 瞬

n d 9

0 ＿‘ 弓

9 月 分 漁 稽 性 能 指 数 n 9 7 ‘　 1 ・2 5　 戸 1．4 5 1，5 0 1．2 9 1．0 4 1．5 8 0 ．4 5 1．2 5 8 7 4 8 9 7 m 6 2 D ．7 d m 7 5

j 漁 獲 性 能 指 数 1．5 2
1 」 8 l　l 1 ．1 5　 奏 1．1 2 1．D 8 1．0 1 1 ．0 1 1．0 8

n 9 り

l

8 9 5 8 9 2 n 9 1 0 ＿8 9 n 8 ‘



高橋悸・鬼沢禎：サンマ棒受網漁獲性能

第5表　漁増長の聞きとカ調査結果表（調査船名欄でィ，ロ，ハ順に船名を略した）

喜田 イ　　　 l
ロ　　　 l t

い） 各 船 の連 絡 を き ゝ風 を計 い） 1 0 年 の解 禁 当初 の 水温 を （づ　 漁場 と海流 の関係 か ら， そ の先

漁

場

決

定

法

算 にい れ て直 接漁 場 へ行 く み て ，その平 均 と，漁 場 の水 端 付 近 を予想 し出港 す る。 この場

（ロ） 他 県 の仲 間 有 温 分 布 （宮古 ）か ら， カ ツオ 合風 向 （水温 ・水色 共 に ）に特 に

H　 船頭 の 経験 年 数 1 0 年 の経験 を役 立 たせ潮 の方 向 を 留 意 し， も し北 風 の時 は 5 0～古口

考 え て 船 を出す 。 マ イ ル南 を 目標 と し，南 風 の時 は

（亘　 仲 間　 有 1 0 マ イル南 を 巨標 にす る。 一 般

H　 経 験 年数 10 年 にサ ン マは風 よ りも潮 流 に弱 い と

H ・行 き左が ら海 洋 調査 を して 考 え られ て い る。 筒， 月の 8～ 7日

ゆ く。 2 5 ～2 4 日が 集魚 しやす い ようで

ある 。

桓） 仲 間 右

目 経 験 年数 1 5 年

魚

群

発

見

法

い） 各 船の 中 でや る場 合 う わ 材） 各 船 の 中で様 子 をみ ， す ぐ 川　 各 船 の中で 払　 各給 の連 喝 を き

って廻 りをす る 。朱 が だ め 集 団 か ら離 れ てへ わを さが す き ど うして も集 団の ところ へ入 っ

な ら元 に も どる。 この時 ， 漁場 では 局 長 の腕 が もの を い て しま う。

赤 灯 が最 大 の 目標 で絶 えず う。 局 長か ら集 団の 成 績 及 び 桓） 1 隻でや る場 合 は ，水 泡 ・水色

各船 のへ わま わ りにい る 。 群 の 大 き さを遂 一報告 を うけ （少 し濁 った方 が よい ）・潮 目 を

わ） 1隻 で や る場 合 ，潮 目が る。 そ の他 各船 の さ が き な い 目標 にす る。

第 1 の 目標 ，水深 は 1 5 分 方 向 を （水 色 の悪 い 方 を ）積

お き ・水 色 ・鳥 ・魚 操は 漁 同約 に み る。

場 に よって使 う。 昼 間 も 鳥 ¢） 1 集で や る場 合 ，水 浴 ・鳥

を 見 た時 か け る。 ・水色 ・潮 目 ・イ ル カ等 を参

考に す る。

操

船

の

仕

方

川　 流 し一 芯 に のせ る。 少 し 打） 流 し－そ の時 の状 況 で 芯 や 抑 ・ 流 し¶芯 に のせ る。 （ラ イ 「

風 とへ のせ た れ 群 の先 へ へ りか らのせ る。 当 て ゝ一番 多 くハ ネル とこ ろ ）

出 る よ うに す る。 桓） シ ラ ミーの カ切 って船 を か （司　 シ テ ミ1 風 上 か ら船 を のせ る。

（亘　 ゾ ラ ミ⊥平 均 厚 い と こ ろ え す ，風上 の厚 い ところか ら （ノう　綱 揚 後群 が 移 動す る とみ こまれ

を狙 い ，施 回 しなが ら風 上 静入 れ る。 る先 へ船 を も って ゆ く。

へ もって ゆ く。
い　 羽場 後 船首 に 2 人 ， ブリッジ H　 不 漁 の 時は 数黄 な ど関 係 な くや

卜） 開 場後 ，他 船 の先 へ ま わ に 2人 （フ リッツは専 属 見張 ）

見 張 して お り （夜半 前 は 全

るが ，普 通 2 0 ロメ位 だ と間 鰐 に

る よ う心が け る。 員総 立 ち ）各 船 の動 き に注意 したレ、。

阜） 群 の見積 カの仕 方 ，他 船 し他 船 の前 へ 出 る よ うにす る

の 状況 に よ って遣 うが ， 5

～ るカ ゴで もや る。 昨 生 の
場合 は 1 0 0 0～ 2 0 0 ロメで

も や らをか っ た。

この場 合 ，出過 ぎて 次に くる

船 に 獲 られてしまグことカま あ々も

（⇒ 群 を見構 って 2 ∩口ロメ伝 い

は 放 ってお く。

そ

の

他

打） 船 令 8 年 馬 力 8 2 8 p s （イ） 魚 操 は使 わな レ。 材） 押 入 回数 （平 均 ）占～ 7 同

桓） ス ピー ド全 速 1 0 k t 桓） 電 球の 明 る さ心 配 ない 。 照 夫　 2　5 回

普　 9 k t ぐう　 ス ピー ド　 全凍 1 n k t 桓） 雷 気 は 少 し暗 い よ うに思 う。固

H　 蛍光 灯　 毎 航海修 理 が 多 尊　 父5 k t 電 球 を白熱 さ せ る と魚が いや が る

いた め来 年 は よそ う と思 っ

てい る。 さ ん ま の火 付 きは 変

らな い。 が ，他 船 の 目標 に 売

り易 い。 魚が 底 ず ん で よい と

云 う人 もある が ， 自分 は そ う

思 わ なレ 。

光 が て るの で をいか 。
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暫 ホ へ

漁

場

決

¢） 日帰 りの場合は朝までの漁 （イ　 漁場の各般の連絡や水色 打） 宮古の漁況速報の等温線分布か

場を参考にする。道東海域へ ・水温 ・潮流 ・風向 ・風力 ら第 1 目標を定める。既存漁場が
向う場合等温線 （状況速報 ） を考えて漁場へ向 うコース ある場合漁場 までの最短距離 をゆ

よれ 潮 目等を参考にするが を決める。 くようにす る。
殆んど他船と行動を一緒にす 桓） 仲間　 有 力 桓） 仲間　 有 り　 調査租 を広くす

る。尚，漁場に間に合わない ～・経験年数 1 5年 る意味でやる。将来船頭同志が ト

定
時は潮目等を調査 してゆく。 ランシーパーで連絡し合 っている
桓） 仲間　 有 仲間に入 りたい。

法 H ・経験年数 1 0 年 ←う　経験年数 1 0年

魚

打）各般の中でやる場合，群の 什）各硬の連絡を留意 し，魚 材） 各船の中でやる二晩合，漁場は潮
様子をみていて，各般からめ 群の移動を追 うと同時に魚 日を沿って形成 し，潮目の上 を（

け出し集団切へ少でやる。 操で捺す。 流れにそ って ）先へ先へと調査す

群
匝） 1 集の場合，潮境，水温 ， b） 1 隻でやる場合 ，潮 目 ・ る。先へ出過ぎて引きかえす時や

木の流れに注意する。又，一 鳥の様子 を参考にする。 望みなしとみて途中で引きかえす

発 面一枚潮の時は水色に気をつ こともある。一般に既存漁場か ら

見
け，群が少い時は電球を少し あまりはをれたい。

点灯し，るレ1時は多 く点灯す （ロ） 1 集の時は，水温 ・潮目 ・鳥 ・

法 る。 イルカ群の様子をみる。

操

州　 流 し－風上の方から船をの 什） 流 し一芯にのせ る い） 流 し－芯にのせる。

せる。 （ロ） シラミー風上にあげて枚 （亘　 シラミー旋回 しながら風上へ船

（司　 シラミー 網 し，網が広がった時にサ をもってゆく。 （魚は大体風▲上へ

船
H ・卿揚後移動する場合，他船 ンマが船に付 くようにする。 向いている ようである。 ）

の前へ出るか，他船の調査し H　 網揚後サンマの移動の速 H　 網揚後潮 目に沿って先へやろう

の

仕

ていない方を水温に注意して さをみて （南下 ）追 う。 とする。

調べる。 （⇒　 群の見積 鋸も　 2 8 0メ位 H　 群の見積の仕方はその時の状況
（⇒　 群の見積りは，2 0ロメ以 いか ら操業する。 次第だが， 2 0 0 0へ4 8 8 ロメでや

方 上な らやる。 った りや らなかったカする。

そ

の

他

l

抑　 魚探は始終使岡している。 打） スピー ド全速 10．2 k t 什） 魚探　 群がないような時 1年に
（ロ） スピード　全速1 8 1【t弱 普 鼠5 k t

1
】

】

2 ′－5回かけてみるが ，本年は故

普　　 9 k t強 降で使わなか った。

←う　蔑光灯，少 し暗い感じだが （⇒　 電気，暗い一白熱させた ことは

あまり気にならをレ。 孜レ。
（⇒ 網 丈， 7 5車

ト

ぐう スどこ ド

漁場で 8～a 9 k t

往 復　 9 k t



ト チ リ

漁

場

決

定≡

法

い） 既存漁場へ行 く。 （鳳 の影響 打） 現漁場 の推移を見極 めて， 什） 各船の連絡 ，風 向 ・風力 ・

を考えて ） その先 端を狙 って出る。 （風 水色 ・水温 等を参考にし，前

南が吹けば 1 第位 南へ　 船 を 関係 なし ） 航海 の漁場 へ行 くようにする

北　　　　　　　 北 へ　 向け る （亘　 船頭グ ループ　 有 力 （⇒　 イ年間　 有 り

又，各船の船頭の話 しや標 白船

の位置及 び日暮 ～明方 の漁場 の

動 きを参考 に して，船を出す。

桓） 仲間 有 り

←う 経験年数 1 1年

←） 経験年数 1 2 年 い　 経験年数　 古参

魚

群

発

見

法

材） 各船の中でや る場合 ，周縁で 什） 各船 の中でやる場合 ，船の 打） 潮 目 ・鳥を参考にす る。

やる方が多 いが ，漁次第では中 へ りまわ りをや る。中に入っ （へ りまわカを しなが ら）

にはいってや る。 この時は他 船 てはだめで ある。 （司 1 集 の時 は鳥 ・潮 目の方向

の赤灯の集中度合 をみて，群 の （亘 1 隻の場合は水温 ・潮 目の を参考 にす る。 ハネ ・流 しに

移動を推定す る。 へ 少を適水温にぶつかるまで 当った時は標泊する。

（司 1 集でや る場合 ，水温 ・水色

を頼 カに潮 目伝いに ジグザグに

調査する。

ジグザ クに調査す る。

操

船

の

仕

方

い） 流 し－芯 にのせ る。 什）流 し－芯 にのせ る。 打） 流 し－芯にのせる。

桓） シラミー大 きく旋回 し宏が ら わ） シラミ∵－サ ンマが向いて h 何・ ツ ラミ1 表面 と底 を調杢す

魚が電気の下に付 くよ うにか き る方角の上側か ら船 を流す。 る。

集 めなが ら風上 へ もってゆ く。 H ：卵 揚後 サンマの移動方向を （バ　 開場 後底群に注意す る。

日　 鋼揚後 ，例 えば，コース E で いちはや くキャ ッチ し，その 普通では 2 ～ ・弓回申入れする

走 り漁獲で きた とすれば 漁獲 後 先端へ全速で走 る。 目標にサ H　 群の見積 りの仕方は 1 0 ∩

もE で走 力，群 に当 らない とコ ンマが見 え ない時は コースを 一一2 n n メ位 か らやる。

¶スを変 える。又他船 の移動か 変え てさがす。

ら群の動 きを早 くキャ ッチ し， 巨） 群の見積 りの仕方は， 5 千

朱へ全速 で走 る こともある。

（⇒ 群の見積 りの仕方は ，少 しの

量で もや るが，状況に よっては

1 ～ 2 トンの漁は鮪 →てお く。

以上 は何時 で もや る。

そ

の

他

（イ） スピー ド全速 1 2・5 k t 什） 船のス ピー ド全速 1 0 k t 巾） ス ピー ド全速 R 5 k t

普 1 1．8 k t 普　 鼠5 k t 普　 7～吊k t

（ロ） 電気は白熱 させ る。 桓） 魚探は普通使用 しなレ。但 桓） 魚探 ，同場所で 2 度押入れ

H　 灯付 きの悪い よ うな時 には螢 －　 し，岡場所で 2 度 網入れする する時 に便 悶す る。

光 灯の船が勝 つよ うだ。 時に下の群 をみるのに使 う。

（⇒　 魚探調査毎 に使用する。 ←・電気は明 るい。 （蛍光灯 ）



菅 ヌ ∵し

漁

場

決

定

法

㈹　 調査船の水量その他の資料，経験か ㈹　 今 までの経験から位置 ・潮流 ・風を計算に入れて， 1方

ら潮 巳を推定する。 位ぐらい南へ（丘 よりに ）コースを決める．これまで，直

（⇒ 仲間 有り

←う 経験年数 1 2年

接漁場へ向 っていたが，何時 も1 0 －2 0 マイルどちらかに

移動にいるので，漁場か ら 1時間～ 2時間～ 2時間位ずれ

た ところを目標にする。魚群に対 して風の影響は非常に

きいのではないか，N W うV の時に許が風上か風に向ってン、

ネているのを何鮭も経験 している。 しか し， SW ・眉 の風で

はそれほど群に対する風の影響はない エうだ。風がない

でも魚群が追っかけられた れ かきまわされた りすると今

来た道を引き返えす ようである．だから北の方へまわって
いれば他船 より成績がよい ような気がする。
（ロ） 仲間　 有 り
←う　経験年数　 古参

魚

群

発

見

法

打） 各船の中では，電気付き具合や連絡 日　 赤灯の状況や船の模様を開いて集団のへ りまわ 少をよく

を参考にする。 さがす。集団のへ 少が好 き（得意 ）である。

桓） 1集でやる時は昼間見た潮目の方向 ¢） 1隻ではあま少やったことがないが，他船の模様をみて

や経験から風上 を圭に調査する。 それにつける。 （今 まで無絹は定時の連絡以外はやらをか
ったが，本年から定時以外でも連絡はじめた。 ）

操

船

の

仕

方

そ

の

他

1
l
l

（州 流 し一大 ・中群のときは群を 1廻 り

して船に群を寄せ る。′ト群は芯にのせ

川） 流 し－芯 にのせる。ライト振 りが主要な役 目をするが ・

最初にライ トを照らしす ぐやめて船の乗 り入れる位置をき
める この時 ライトを振 りまわりした りして，魚群が逃

る。

何 シラミ 端にのせる。

げる方向へ船をもってゆ くと失敗する。 これは，ライ†で

一旦群が逃げても元へもどってしまうか らで よくとせかさ
H 網揚後船に群が付いているかど うか

た しかめてから移動する。

⇔ 群の見積 りの仕方払 他給の状況次

第で決める。

れる
（ロ） シラミー魚の向きを考えハナヘ廻ればかならず付き（灯

付 きの悪い よう左時でも，殆んと付 くよう夜気がする。 ）
日 嗣揚後，各船が一方向へ向いている時，例えば赤灯の船

に他船が近ず く時は必ずその船のまわりを 1回転 しどこか
で群を見つける。つまりとった船の移動の方向へ船が行 く
このような時 も潮目の張り具合が重要を目標に なる。
巨） 他船の状況で， 5 カゴムカゴもやるし2 0 0へ4 0 0 メの

群を見送ることもある。但し，そのような時は網入れは 1
回 きりです ぐ移動する。

打） スピード全速 9 5 k t （イ） 魚探は全然使わない。網終了後でも電気を一斉に消すと

普　 9 0 k t サンマは一斉に浮 き上る。

何■　電気　 普通～暗いの間 桓） 群が多い場合は走 りまわっている船が良 く　　　 ．

群が少い場合はそこにいる船が良い
日　 登光灯は直流のため使用しないが，灯の性質上 サンマが L

底ずむので船から離れないので よいのではないか。でもシ

ラミ∵などの場合周囲を照 らせないから，船首 ・尾に従来の．

電球を付ける必要があるだろ う。　　　 【
日 本船は網数を多 くやらず もっぱら走 りまわる。　 1

帥・電気は暗い ように思 う。

H　 スピード



晋 ． ヲ　　　　　 l　　　　　 ワ　　　　　 】
カ ．

漁

汀） 各船 との連絡 を聞 き，朝方 材） 南風が 吹 く時は 1万 位南へ ， （イ） 調査船の水況 や経 験から潮

のサンマの群 等 をみて決定す 北風　　 〝　　 1 万 位北へ 向 巨の張 り具合 を考えて船 を出

る。 け る。 す。

場

決

定

法

巨） 仲 間　 有 り 桓） 仲間 （口） 仲間　 有 り

り　 経 験年数　 9 年 り　 経験年数 1 4 年 H　 経験年数 1 5 年

魚

什） 各船の中では，サンマの走 い） 各船の中では連語 と赤 灯を

カ具合 と各船 の動 きをみ て船 参考 に して，南側か東側を調

を動かす。 査す る。

群
（ロ） 1 集では あせ りや った こと （⇒　 1 集の場合 は，昼間の潮 巨

は ないが， 5 ～ 占集が一番適 の方 向を参 考に して，主に風

発

見

法

当 と思 う。 上を調査す る。

操

船

（イ） 渾 し一芯 にのせ る。 打） 流 し一群の向 きを判断 し，詳 佃） 旅 し－大 中群の場合は群を

桓） シ ラミ⊥群の前へ 出て ス ロ の先端 を集角よ丁側で受け るよう 1 1廻 カして ライ．トで船に寄せ

一一二ストップを くり返 し群 を集 にする。 もし，船 を群の真申へ る。′」＼群 の場合は芯にのせ る，

めなが ら風上 へ も ってゆ く。 もってゆ くと魚が散 ってしま う。 桓） シラミ　 ー端につ っかけ る。

H　 開 場後，各船 の移動方 向 と （ロ） い　 紆揚後 は群が船についてい

の
サ ンマの移動方向 をみて行動 い　 網揚後は群の先端へすばや く るか ど うか 魚楔 でみる。

する。 まわるよ うにする。 目　 群 の見希 少の仕方付近 の操

仕

方

（⇒　 魚群 の見積 りの仕 方は，そ 巨） 漁場で流 しをみた時 は 2 ロロ～ 業船 の状況次第である。

の漁期の金顔 ，その時の漁模 4 ［ロメの群は放 って L 「まう。佃

様で遣 うが普通 2 ～ 5 トン程 し群が見 えない時 は シラミを焦

度な らばや る。 めた カ 1 カゴ 2 カ ゴで もや って

いる。

そ

の

．他

什） ス ヒシード　 全速 H k t 抑 ・ ス ピー ド　 全速　 9．8 k t 〃） ス ビ1 ド　 全挿軍　 9 n k t

普 ＝沌 t

1

並　　 8．R～ 9 k t 並 R．8 k t

J
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管
ヨ ク

漁

場

決

定

法

仰　 預査船の水温・経験から潮 抑■　当初は，宮古の漁況速報から水温を主体に考える。既存漁場が

日の張り具合を考えて船を出 ある場合，漁場へ向う時には各船の様子（局長から連絡してもら

す。 う）から水温 ・潮目を目標にして（あくまで自分の経験からサン

桓）仲間　 有り マの移動を推定 して ）船を出す。

〔　 経験年数　 2 8年 桓）仲間　 有り

←　 経験年数

魚

㈹　 各船の中でやる時は群の大 ㈹　 各船の中でやる時は各船のへわまわりをすることもあれば，中

きいところをさがすようにす でやることもある。各船が集団である時は潮目を中心にいるわけ

る。 で，電気の付き具合や船の動きによって魚の移動を早 く頭に入れ

群

発

佃 1隻の場合は，潮境付近を■・ る。それでなるべく早 く風＿上へぜわるように考える。衛に風がN ・
主に注意する。 E の時は，早く風上へまわることである。何時でも早めに移動す

ることが大事をので，一群に普通5 回使いたいところを 2回でや

見

法

める等 して，はやめにきりあげることが肝心である。

桓）第 1 目標は鳥の状態，これと関係 して潮 目の状態をみる。

操

い）流し－芯にのせる。群にエ 佃・流し→船の〝のせ方〟は群の移動の状況によって方法が適うの

って群の先からやる場合もあ でないか。水色が悪い場合は移動があそいと考えられ，水色が良

る。 い場合には移動が早いと考えられる。そこで，水温が　 たくて

船 桓） シラミー群の厚いととろか
2 0 m 範囲のものなら芯にのせる。大群の場合は船の方へ寄せた

少するが，「投には芯にのせる。

の らはじめる。 （口） シ∵チトー魚は潮目伝いに移動し，広範囲にいるのであるから集

仕
H　 帯揚後，水温 ・潮目を参考 魚灯を付けて，もし魚がE へ向いていれば E 側へ船をもっていっ

にする。 て自然に魚が集まってくるのを待つ。網入れを早めにするかどう

方 （⇒ 群の見穣 わの仕方， 1．0～

5．0 トン充らば網入れする。

かはその時の判断。

日　 柄揚後船の移動がはげ しい時，参考忙 しをがら各船の先へ出る

ことを考える。

巨）群の見積りの仕方はその時の状況次第である。

そ

の

他

H ） スピード 全速 1 0．Ok t　　　普　 9 5 k t 机 魚操は大事と思っているが，本年は使用したかった。
わ）網後魚操を参考にし浸くても，水色が悪レ場 合は引続きやる。
H ・押入れの仕方一集魚灯下に集まったサンマの見積景如何でやり
方を変え早 く網揚げするようにやる。表面群で少量をらばつまり
深度 5 ヒロ程度たら，沈子方を5 ヒ口入れその分何竹を出せばよ
いわけで，何も沈子も竹も全部入れる必要わをい。船頭の命令は
すぐ鯵透する。
目・螢光灯一当初螢光灯を使用した結果，従来の電気の場合とあま
か変らをいが，シラミを集める時，魚が坐光灯より電球の下に集
せる傾向があるので，蛍光灯を中途でやめてしまった。許が底ず
み，他船の寄略にも評をもってゆかれなh のでその点重宝である
が，鉛直方向ばかりなので，表面にうすい許には不適当と思える。
鯛　 スピード　全速川．5 k t　 普　 9 k t
再　 電球　 他県に比べると暗い。
（ト）＿トヲ＿r ＿ざ＿二 三1 丘との連絡に使う。
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打） 北水試の漁況速報を参考に し釧路からS E に南 帥　 東北水研の漁況速報を参考にし，水況 ・烏
下 して 200 級の水策をさがす。そこで潮目や潮 の様子 をさぐる。又 ，長年のデ1 クーから類
流をみて北上し水温 1 40～1 5 0級の水帯で操業 似点をみて，漁場を推定する。
する。 わ） 仲間　 有力
桓） 仲間 有わ

い■経験年数 1 0年
日　 経験年数　 5年

魚

群

発

見

法

（イ） はじめに風上をさが し，各船の東側のへ少を （イ）各船のへ 少を旋回 し，魚群をさがす。漁場

廻り鳥の多いところに漂泊 しサンマの移動を注 により魚群をさがす方法がかわる。

意し行動する。

（亘 航海前 の漁場か風水温を参考にする。風のあ

る場合は風上に調査する。又，潮流 ．潮 目をさ

がして水梶を見その時の状況で船をいずれかへ

動かす。魚群を発見 した時には許の大群 ・中群

をさがす。

桓）以前あ った漁場の周囲を広節園に調査する。

操

（づ　 流 し－小群の時は芯にのせる。その他は， ラ （竹　 節 し－芯にのせる。
イ トで照 してサンマの厚いところが高くはねる 何　 シラミー節 しと同様。
から，そこを大きく旋回 し，ス ローストップを 日　 岡揚後，各般の梯子を注意 し，免許を催甲

船

の

繰 り返 し船に寄せる。 しながら魚の厚い場所へもってゆく
桓） シラミーライトを照らし， ドジョウの ように 肖　 群の見稀 少の仕方は 1．5 トン程度なら押入
縦横の動 きのはげ しいところへのせる。 れする。

材） スピード 全凍 8．8 k t

仕
H 網揚後，各船の集団の方へ船をもってゆく。

1 隻又は少数の時風や潮目を計算に入れ， 群

方 がいるかと ぅか魚操を使用してさがす。

伺 静の見稀 少の仕方は， 8 0 ∩メ程度 なら嗣入れ

る。

そ

の

他

川　 魚操は使用する。

（ロ）漁場でサンマを追 う場合 2 ～ 5ノ ットで移動 普通 R．D k t
するものと推測する。

H ・スピード
（ロ1 魚撫　 健 闘している。

一一4　5－
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